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谷泥層の分布について

橋本隆夫*

古谷泥層は相良町菅山付近を中心にした牧の原台地に、新第三系椙 、掛JII を不整合に被

って分脊し、下部に 0.5'-'"'3 mの基底れき麗をとも本い厚さは 5--20mで暗皮色の洪積世後期の内湾

堆積物である O この吉谷泥壌の上には牧の原れき層が軽微な不整合で被っている。

昭和47......48年に金谷高校科学部員と調査を行なったが E 最近=牧の原台地の各所で茶の木の改植

が行なわれ、新しし から多くの資料が得られたのでその概略を報告する O

1. 古谷泥騒の分布

は牧の原台地のIh春原から南東14Kmの地頭方にいたる地域と、擦原町朝生原から に7Kmの相

良町太田にいたる地域に分布し、措灰色でほとんど無農理のシルトで下部は 0.5'-'"'3 mの基底れき

になっていることが多い。基底れきは硬砂岩、チャートなど硬い亜門れきも車角れきが多く、わずか

に基粧の相良層群、掛)11層群に由来する軟弱な亜角れきも含む。 ζの中には木片やオニグノレミの化石

が含まれているが貝化石はなし'0 これより上部が暗灰色シノレトで所々カキが密集したり、ハイガイ、

千ボウミニナ、バイなどを多産しも リス・ウルム間氷拐の内湾堆積物とされている O 厚さは 5山 20m 

と変化するが分布の中心部で厚くなっている(悶 1) 0 

2. 堆積基準屈の高度分布

古谷泥層と下位の新第三系との不整合面すなわち古谷泥層の基底面の高度は峠原で100m 、地頭方

で30mも朝生原で100m 、太田で40mと北から南に低くなし東西方向では西から東へ低くなって

いて、海岸に近づくほど高度変化が大きくなっている O 古谷泥層が分和するほとんど全域で基底酉か

ら上部へ 2'-""'3mの位置に多数の木片とオニグルミの種子の化石があれそれより上部数mの位置に

カキが密集している関係が克られる O オニグノレミを含む位壁を古谷泥!欝堆積さ5初の基準面と考えると E

その位置は現在は間一水平面上になくもかなりの起伏が見られる。

国 2の堆積基準面の高度分事は堆積後の地殻変動、特に隆起運動の傾向を示すことになるので‘高

北方向でみると南から北に行くほど隆起が著しく E 東西方向には東より西ほど隆起していることがわ

かる O 全体としては現在の海岸線を形造る傾向の地殻運動が行なわれて来たといえる。

悔岸付近で高度変化が大きくなり古谷泥層が海にもぐりこむような構造になっている。

朝生原付近で基準面高度が東西に急変し泥層の厚さが西方にうすくなしこの付近で古谷泥膚がか

なり浸食されている露頭が数か所で見られるので百この隆起運動は古谷泥層堆積中か、その直後から

行なわれたものと考えられる O
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